
学校番号 307 

令和２年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「改訂版 物理」 （数研出版） 

副教材等 「改訂版 リードα物理基礎・物理」 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、今までの自分の経験と学んだことを使って、自ら考え、周りの人と協

働で考える活動を行います。 

・授業を受けながら、黒板を写すのではなく、自分なりのメモを取りながら必要な情報を適宜取る

ようにしましょう。 

・授業用のノート、問題集用のノートを用意して下さい。 

問題集の問題を解く事で自分に知識がどれほど身に着いたのかを確認します。解答の後、自分で

答え合わせもしてください。もし、分からないときは、解答を見て良いが、ただ覚えるのではな

く、答えを導く仕組みを理解して確認するようにしましょう。 

・家庭学習における課題は定期的に提出してもらいます。 

 

２ 学習の到達目標 

物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に探究

する能力と態度を育てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然

観を身につけることを目標とします。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

物理学的な事物・現象

に関心や探究心をも

ち、主体的に探究しよ

うとするとともに、科

学的態度を身につけ

ている。 

物理学的な事物・現象

の中に問題を見いだ

し、探究する過程を通

して、事象を科学的に

考察し、導き出した考

えを的確に表現して

いる。 

物理学的な事物・現

象に関する観察、実

験などを行い、基本

操作を習得するとと

もに、それらの過程

や結果を的確に記

録、整理し、自然の

事物・現象を科学的

に探究する技能を身

に付けている。 

物理学的な事物・現

象に関する基本的な

概念や原理・法則に

ついて理解を深め、

知識を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

実験レポート 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

実験レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

実験レポート 

定期考査 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

実験レポート 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

波 波の性質  ○ ○ ○ ○ a: 正弦波が伝わっているときの

媒質の周期的な運動、波の反

射・屈折の際に，どのような法

則があるかに関心がある。 

b: 波を表す式中の物理量につい

て理解しており，変位などを計

算で求めることができる。ホイ

ヘンスの原理を理解している。 

c: 水面波による干渉を観察し，節

線や強めあう線が確認できてい

る。また，波の伝わる速さの違

う媒質の境界で反射・屈折が起

こることを確認できている。 

d:回折現象はどのようなときに起

きるか，また波長との関係を理

解している。 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

波の干渉・反射・屈折・回折 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

音 音の伝わり方 ○ ○ ○ ○ a: 音はどのように伝わるのか，ま

た音のドップラー効果が身近な

ところで起きていることや，応

用されていることなどに興味・

関心を示している。 

b: 音の反射・屈折・回折・干渉に

ついて，考えることができ、ド

ップラー効果について運動して

いる音源から出た音ようすを図

に描き表すことができる。 

c: 音が干渉について説明するこ

とができる。ブザーを投げたり

回転させたりして，実際にドッ

プラー効果を体験し，確認でき

ている。 

d: 昼に比べて夜のほうが遠くの

音がよく聞こえる理由を説明で

きる。音源や観測者が動く場合

のドップラー効果が起きるしく

みを理解している。 

 

 

 

 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

ドップラー効果 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 



２
学
期 

平
面
の
運
動 

相対速度 ○ ○ ○ ○ a:平面運動や落体の運動につい

て、物体の速度や加速度，相対速

度などの表し方について学ぶ必要

性を理解し，関心を示している。 

b:速度の合成・分解の考え方を用い

ることができる。水平投射について

理解できている。 

c:相対速度について説明できる。水

平投射について，初速度を変えた

ときどちらが先に落下するかを予

測することができる。 

d:加速度はベクトル量であり、向きを

もつ量であることが理解できてい

る。斜方投射での最高点では鉛直

方向の速度が0であることを理解し

ている。 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

水平投射、斜方投射 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

斜方投射の式 

 

 ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

剛
体 

力のモーメント ○  ○ ○ a:大きさのある剛体に力を加えると， 

回転運動を引き起こすこともある。ど 

のような力を加えたら回転が起こるか

に関心を示している。棒などの重

心はどこか，またその場所が重心

であることを確かめるにはどのよう

にしたらよいかなどの問いかけをし

て関心を促す。 

b:剛体にはたらく力がつりあうための

2 つの条件を，さまざまな状況にあ

る剛体について，判断することが

できる。 

c:おもりの数や位置により棒が回転

を始めるかどうか，また，その回転

の向きをあらかじめ予測できる。 

d:力のモーメントについて理解して

いる。剛体にはたらく複数の力の

合力を求めることができる。与えら

れた剛体（または物体系）の重心

を求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

剛体のつりあい  ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

偶力、重心 ○ ○ ○ ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 



 

運
動
量 

運動量と力積 ○ ○ ○ ○ a:物体にはたらく力が一定でないと

き，物体の運動がどのように変化

するかということに関心を示してい

る。身のまわりにある物体どうしの

衝突の際に，衝突の前後で変わら

ない量がある。それが運動量であ

る。このことに関心をもっている。 

b:運動量と力積の関係を理解してお

り，物体にどのような力積が加えら

れたなら，どのような速度になるか

を示すことができる。いくつかの物

体が外力により力積を受けないと

きには全体の運動量は変化しない

ことから，2 つの物体が一体となっ

たときの速度を求めることができ

る。小球がなめらかな床と斜めに

衝突するときには，床に垂直な速

度成分のみが反発係数の式を満

たすことを説明できる。 

c:力の大きさや力を加える時間と，

運動量の変化との関係について，

あらかじめ予測し，実験により確か

めることができる。小球と床との間

の反発係数は，衝突の前後にお

ける相対速度の比の絶対値で定

義されることを説明できる。 

d:平面運動における運動量保存則

を式で表現することができる。 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

運動量の保存  ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

反発係数  ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

３
学
期 

円
運
動 

等速円運動、周期、角速度 ○ ○ ○ ○ a:「惑星の運動や遊園地での回転す

る乗りものにはどのような力がはた

らいているのだろうか」ということに

興味をもっている。 

b:等速円運動の加速度を求める手

順を説明することができる。 

c:等速円運動の向心力の大きさを，

回転半径や角速度を測定すること

により，実験で求めることができる。 

d:等速円運動をしている物体の回転

の速度，角速度，周期，回転数の

諸量の定義，向心力が理解できて

いる。 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

等速円運動の速度と加速度 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

向心力 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 



 

慣
性
力 

慣性力 ○ ○ ○ ○ a:急発進や急ブレーキをかけたりす

るとき，車内の人に現れる力の原

因について，興味を示している。 

b:加速している系内での物体の運動

状態について，系内の人と系外で

静止している人との観測結果の違

いが理解できている。 

c:水と鉄，水とコルクそれぞれについ

て，密度の大小とおもりの傾く向き

の関係を説明することができる。 

d:遠心力を含めたつりあいの式を立

てることができる。 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

遠心力 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

単
振
動 

単振動と等速円運動 ○ ○  ○ a:単振動について，運動の最中，速

度や加速度がどのように変化して

いるか，また周期はどのようにすれ

ば変化するのかということに関心を

もっている。 

b:等速円運動の正射影の動きから，

単振動をしている物体の時刻ｔに

おける位置や速度，加速度，力を

与える式を書くことができる。 

c:振り子の周期を測定し，重力加速

度の大きさを求めることができる。 

d:振り子の周期を表す式を導く過程

を理解している。 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

単振動の速度、加速度  ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

ばね振り子、単振り子 ○ ○ ○ ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

万
有
引
力 

ケプラーの法則 ○ ○  ○ a:惑星の運動のようすや，宇宙探査

用ロケットの打ち上げや航行など

に興味関心がある。 

b:ケプラーの法則を理解し，これから

万有引力の法則が導かれる過程

を説明することができる 

c:対数グラフの用い方を理解してい

る。 

d:「静止衛星」とは何かが説明でき，

静止衛星の高さを求めることがで

きる。「第一宇宙速度」，「第二宇

宙速度」を求めることができる。 

学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

万有引力の法則、重力 ○ ○  ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

万有引力による位置エネルギ

ー 

○ ○ ○ ○ 学習状況の観察 

確認テスト 

ノート 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


